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Ⅱ……行くに径に由らず

出
郷
─
東
京
高
等
師
範
学
校
に
入
学

　

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
四
月
十
二
日
、
諸
橋
は
二
十
二
歳
で
東
京
高
等
師
範
学
校
国
語
漢
文
科
に
入
学
す
べ
く
、

下
田
村
を
後
に
し
た
。
村
で
は
初
め
て
の
東
京
へ
の
遊
学
生
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
村
の
主
だ
っ
た
人
た
ち
は
袴
を
着
け

て
村
は
ず
れ
ま
で
見
送
っ
た
。
三
条
ま
で
は
五
十
嵐
川
を
約
二
十
キ
ロ
舟
で
下
り
、
午
前
七
時
四
十
分
の
汽
車
に
乗
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
三
条
駅
ホ
ー
ム
に
今
も
残
る
ラ
ン
プ
小
屋
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
駅
開
業
当
時
か
ら
あ
る
も
の
で
、
諸

橋
を
見
送
っ
た
生
き
証
人
と
も
い
え
よ
う
。
汽
車
は
長
岡
、
柏
崎
、
直
江
津
を
経
由
し
て
長
野
県
に
入
り
、
上
田
駅
に
着
い

た
と
き
に
は
午
後
四
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
そ
の
日
は
上
田
に
宿
を
と
っ
た
が
、宿
に
着
く
と
目
ま
い
が
し
た
。
地
震
か
と
思
っ

て
宿
の
人
に
聞
く
と
、
そ
れ
は
長
い
汽
車
の
旅
で
揺

ら
れ
た
た
め
で
し
ょ
う
と
笑
わ
れ
た
。
翌
日
、
東
京

に
向
か
い
、
市
ヶ
谷
の
建た

け

部べ

遯と
ん

吾ご

宅
（
１
）

に
落
ち
着
い

た
。
諸
橋
の
父
安
平
は
建
部
の
父
為
吉
の
弟
で
あ
り
、

建
部
遯
吾
と
諸
橋
轍
次
は
従
兄
同
士
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
当
時
、
建
部
は
三
十
四
歳
。
東
京
帝
国
大
学

社
会
学
講
座
の
初
代
担
当
教
授
の
地
位
に
あ
っ
た
。

そ
の
頃
の
建
部
は
谷
干
城（

２
）

の
長
女
芳
子
と
結
婚
し
て

三条駅に今も残るランプ小屋（車内灯・信号灯
などに使用する油を保管するための煉瓦製油庫。
明治 31年の三条駅開業当時からのもの）
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い
た
の
で
、
谷
の
屋
敷
の
敷
地
内
の
、
そ
れ
で
も
か
な
り
大
き
な
家
に
住
ん
で
い
た
。
建
部
は
し
き
り
に
、
漢
学
を
や
る
な

ら
桂
湖
村
（
↓
余
滴
②
）
に
つ
い
て
学
べ
と
言
っ
た
。

　

一
週
間
ば
か
り
の
滞
在
の
間
に
、
建
部
に
連
れ
ら
れ
て
谷
の
孫
で
あ
る
儀
一
と
三
人
で
小
金
井
の
桜
見
物
に
出
か
け
た
り

し
た
が
、
そ
の
後
は
お
茶
の
水
の
寄
宿
舎
に
入
っ
た
。
当
時
の
寄
宿
舎
は
、
湯
島
聖
堂
に
隣
接
し
た
現
在
の
東
京
医
科
歯
科

大
学
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
女
子
高
等
師
範
学
校
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
前
身
）
に
も
隣
接
し
て
い
た
。
東
京
高
等
師
範
学

校
は
、
諸
橋
が
入
学
し
た
前
年
に
小
石
川
区
大
塚
窪
町
（
現
在
の
東
京
都
文
京
区
大
塚
）
に
移
転
し
て
お
り
、
寄
宿
舎
だ
け

が
お
茶
の
水
に
あ
っ
た
。
日
本
人
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
な
る
金
栗
四
三
（
明
治
四
十
三
年
入
学
）
は
、
お
茶
の
水
の

寄
宿
舎
か
ら
大
塚
の
校
舎
ま
で
の
約
四
キ
ロ
を
毎
日
二
十
分
走
っ
て
通
っ
た
と
い

う
が
、
諸
橋
は
約
一
時
間
以
上
か
け
て
歩
い
た
。

　

校
長
は
講
道
館
柔
道
創
始
者
、
嘉
納
治
五
郎
で
あ
っ
た
。
嘉
納
は
、
明
治
二
十

六
年
（
一
八
九
三
）
か
ら
通
算
二
十
五
年
に
わ
た
っ
て
東
京
高
等
師
範
学
校
お
よ

び
附
属
中
学
校
の
校
長
を
務
め
た
ほ
か
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
、

日
本
初
参
加
と
な
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
団
長
と
し
て

参
加
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
文
部
省
と
度
々
衝
突
し
て
そ
の
都
度
罷
免
さ
れ

る
も
、
結
局
嘉
納
が
最
適
任
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
再
任
さ
れ
、
諸
橋
が
入
学
し

た
と
き
は
三
度
目
の
校
長
の
と
き
だ
っ
た
。「
式
日
に
文
部
大
臣
が
や
っ
て
来
て

東京高等師範学校（大塚窪町）
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も
、
平
気
な
顔
で
頭
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
下
げ
な
い
」（『
諸
橋
轍
次
著
作
集
』
第
二
巻
月
報
）
嘉
納
だ
っ
た
が
、
嘉
納
の
功
績
は
、

真
の
教
育
者
養
成
を
目
指
し
て
、
当
時
百
人
に
も
満
た
な
か
っ
た
生
徒
の
た
め
に
教
授
陣
に
は
帝
国
大
学
に
匹
敵
す
る
人
材

を
そ
ろ
え
る
こ
と
に
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
夏
目
漱
石
も
明
治
二
十
六
年
に
二
十
七
歳
で
英
語
の
教
師
と

な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
『
私
の
個
人
主
義
』
の
な
か
で
、「
嘉
納
さ
ん
に
始
め
て
会
つ
た
時
も
、
さ
う
あ
な

た
の
様
に
教
育
者
と
し
て
学
生
の
模
範
に
な
れ
と
い
ふ
や
う
な
注
文
だ
と
、
私
に
は
と
て
も
勤
ま
り
か
ね
る
か
ら
と
逡
巡
し

た
位
で
し
た
。
嘉
納
さ
ん
は
上
手
な
人
で
す
か
ら
、
否
さ
う
正
直
に
断
わ
ら
れ
る
と
、
私
は
益

ま
す
ま
す

貴
方
に
来
て
頂
き
た
く
な

つ
て
と
云
っ
て
、
私
を
離
さ
な
か
つ
た
の
で
す
。」
と
書
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
夏
目
は
「
当
時
の
私
は
ま
あ
肴
屋
が
菓

子
屋
へ
手
伝
ひ
に
行
つ
た
や
う
な
も
の
で
し
た
。」
と
言
っ
て
一
年
後
に
愛
媛
の
松
山
中
学
校
（
現
在
の
愛
媛
県
立
松
山
東
高

校
）
に
赴
任
し
て
し
ま
う
。（『
漱
石
全
集
』
第
二
十
一
巻
）

　

そ
の
ほ
か
の
教
授
陣
に
は
、
国
文
に
は
、
現
在
の
新
潟
県
佐
渡
市
出
身
で
諸
橋
の
保
証
人
に
な
っ
た
萩
野
由
之
と
、
学
級

担
任
と
な
っ
た
松
井
簡
治
が
い
た
。
松
井
は
、
冨
山
房
と
の
間
で
本
格
的
に
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
の
編
纂
事
業
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。
漢
文
に
は
、
那
珂
通
世
の
ほ
か
に
、
宇
野
哲
人
、

鈴
木
虎
雄
（
↓
余
滴
②
）
な
ど
の
若
い
教
師
も
い
た
が
、
す
ぐ
に
宇
野
は
東
京
帝
国

大
学
文
科
大
学
（
文
学
部
）
へ
、
鈴
木
は
創
設
間
も
な
い
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学

に
赴
任
し
て
い
っ
た
。
当
時
、
東
京
・
京
都
両
帝
国
大
学
の
教
員
に
欠
員
が
生
じ
た

と
き
に
は
、
第
一
高
等
学
校
（
旧
制
一
高
）
か
東
京
高
等
師
範
学
校
の
教
員
か
ら
選

嘉納治五郎
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ば
れ
る
と
い
う
の
が
慣
例
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
真
の
教
育
者
養
成
を
目
指
し
て
人
材
を
発
掘
し
て
き
た
嘉
納
の
面
目
躍
如

た
る
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
嘉
納
が
諸
橋
に
作
ら
せ
た
と
さ
れ
る
東
京
高
等
師
範
学
校
の
教
育
綱
領
の
な
か
に
、「
教

育
の
事
、
天
下
こ
れ
よ
り
楽
し
き
は
無
し
。
英
才
を
陶
鋳
（
注
：
人
材
を
育
成
す
る
）
し
て
兼
ね
て
天
下
を
善
く
す
。
其
の

身
亡
ぶ
と
雖
も
、
余
薫
永
く
存
す
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
嘉
納
自
ら
が
実
践
し
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　

那
珂
通
世
は
、『
元
朝
秘
史
』
を
邦
訳
し
て
『
成
吉
思
汗
實
録
』（
一
九
〇
七
年
）
の
書
名
で
出
版
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

漢
訳
に
飽
き
足
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
っ
て
成
吉
思
汗
の
研
究
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
当
時
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
辞
書
は
ド

イ
ツ
語
と
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
も
の
し
か
無
か
っ
た
た
た
め
、
那
珂
は
独
学
で
ド
イ
ツ
語
と
ロ
シ
ア
語
を
修
得
し
た
の
ち
、

モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
『
元
朝
秘
史
』
を
解
読
、
邦
訳
し
た
。
諸
橋
が
入
学
し
た
こ
ろ
は
モ
ン
ゴ
ル
語
を
学
ん
で
い
た
と
き
で
、

邦
訳
も
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
た
。

（
１
）　

建
部
遯
吾
（
一
八
七
一‒

一
九
四
五
）
新
潟
県
神
原
郡
横
越
村
の
生
ま
れ
。
号
は
水
城
。
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
卒
。
文
学
博
士
。
日
本
に
お
け
る
最
初
の
国
際

的
な
社
会
学
者
と
し
て
一
時
代
を
築
い
た
。
一
九
〇
五
年
、東
京
帝
国
大
学
の
六
博
士
と
と
も
に
「
日
露
条
約
批
准
拒
否
」
の
上
奏
文
を
明
治
天
皇
に
奉
呈
、松
本
清
張
の
『
小

説
東
京
帝
国
大
学
』
は
、
こ
の
間
の
経
緯
を
題
材
に
し
て
い
る
。

（
２
）　

谷
干
城
（
一
八
三
七‒

一
九
一
一
）　

土
佐
藩
出
身
の
軍
人
・
政
治
家
で
、
貴
族
院
議
員
・
第
二
代
学
習
院
院
長
で
も
あ
っ
た
。
戊
辰
戦
争
・
西
南
戦
争
で
名
を
挙
げ
た
が
、

日
露
開
戦
に
反
対
し
、
主
戦
論
者
だ
っ
た
娘
婿
の
建
部
遯
吾
と
対
立
し
た
。
日
露
戦
後
に
建
部
と
谷
の
娘
芳
子
は
離
婚
し
て
い
る
。


